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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
春
を
ご
家
族
お
揃
い
で
健

や
か
に
お
迎
え
に
な
っ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年

も
町
民
皆
様
に
と
っ
て
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
、
卯
年
で
す
。
兎

の
穏
や
か
な
様
子
か
ら
家
内

安
全
、
跳
躍
す
る
姿
か
ら
飛

躍
を
表
す
そ
う
で
す
。
安
心
・

安
全
の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
﹁
飛
躍
﹂
の
年
と
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、
香
美
町
に
と
っ
て

は
８
月
余
部
新
架
橋
の
完
成
、

10
月
山
陰
ジ
オ
パ
ー
ク
世
界

認
定
、
11
月
新
型
車
両
﹁
は

ま
か
ぜ
﹂
導
入
、
12
月
鳥
取

豊
岡
宮
津
自
動
車
道
路
の
﹁
余

部
道
路
﹂
完
成
な
ど
社
会
資

本
整
備
が
進
ん
だ
年
で
あ
り

ま
し
た
。

　
今
年
は
、
こ
れ
ら
を
い
か

に
産
業
振
興
、
町
政
発
展
に

結
び
つ
け
、
香
美
町
を
ど
う

﹁
飛
躍
﹂
さ
せ
て
い
く
の
か

の
提
言
・
提
案
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
議
会
も
心
し
て
取
り

組
ま
ね
ば
と
考
え
ま
す
。

　
昨
年
は
、﹁
行
動
す
る
議
会
﹂

を
め
ざ
し
て
議
会
改
革
を
進

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
﹁
会
派
制
﹂
の
導
入
に

踏
み
切
り
ま
す
。
﹁
行
動
す

る
議
会
﹂
を
一
歩
で
も
前
進

さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
﹁
他
人
を
変
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
周
り
を

変
え
る
に
は
自
分
が
変
わ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
﹂
﹁
誰
で

も
成
功
は
約
束
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
で
も
成
長
は
約
束
さ

れ
て
い
ま
す
﹂
成
長
す
る
た

め
に
毎
日
努
力
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
し
、
良
い
セ
ミ
ナ

ー
・
講
習
会
に
出
て
話
し
を

聞
い
た
り
、
本
を
読
ん
で
勉

強
し
た
り
し
て
自
分
の
価
値

観
を
変
え
る
こ
と
も
必
要
で

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
志

を
同
じ
く
す
る
も
の
が
相
集

い
、
し
っ
か
り
と
調
査
・
研

究
・
研
鑽
を
積
む
﹁
受
け
皿
﹂

を
つ
く
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
﹁
株
を
守
り
て
兎
を
待
つ
﹂

︵
い
つ
ま
で
も
古
い
慣
習
に

こ
だ
わ
っ
て
融
通
の
き
か
な

い
こ
と
︶
の
で
は
な
く
積
極

的
に
行
動
し
﹁
率
先
垂
範
﹂

を
肝
に
銘
じ
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
。

議
　
長 

　
　
田
　
範
　
明 

副
議
長 

寺
　
川
　
秀
　
志 

議
　
員 

西
　
坂
　
秀
　
美 

田
　
野
　
哲
　
夫 

岡
　
田
　
公
　
男 

森
　
　
　
利
　
秋 

岸
　
本
　
正
　
人 

植
　
田
　
隆
　
博 

谷
　
口
　
眞
　
治 

西
　
川
　
誠
　
一 

小
　
林
　
利
　
明 

上
　
田
　
勝
　
幸 

浜
　
上
　
勇
　
人 

山
　
本
　
賢
　
司 

西
　
村
　
伸
　
一 

吉
　
田
　
増
　
夫 

議

長

香
美
町
議
会

︵
議
席
順
︶



かみ議会だより ３ 

一
般
会
計
補
正
予
算 

条

例

改

正 

賛
成
多
数
で
可
決 

発
議
第
５
号 

質
　
疑 

質
　
疑 

平成23年１月27日　第24号 

香
美
町
一
般
職
の
職
員
の
給

与
を
下
げ
る
こ
と
は
地
域
の

生
活
水
準
を
下
げ
、
地
域
経

済
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な

り
反
対
す
る
。

問
　
人
事
院
勧
告
は
全
国
ベ

ー
ス
だ
が
町
内
の
実
状
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
か 

答
　
町
は
早
期
健
全
化
基
準

か
ら
は
脱
却
し
た
も
の
の
景

気
の
低
迷
は
続
い
て
い
ま
す
。

人
勧
に
そ
っ
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

問
　
不
利
益
不
遡
及
の
原
則

は
反
古
に
な
っ
た
の
か 

答
　
原
則
は
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
人
勧
は

官
民
格
差
を
年
間
で
調
整
す

る
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

問
　
香
美
町
進
学
対
策
協
議

会
委
員
25
名
の
中
に
校
長
、

教
職
員
が
含
ま
れ
て
い
る
が 

 

答
　
教
育
問
題
に
つ
い
て
は

教
員
が
か
か
わ
っ
て
い
く
意

味
が
あ
り
ま
す
。

問
　
魅
力
あ
ふ
れ
る
香
住
海

岸
事
業
費
50
万
円
の
中
身
は 

 

答
　
ジ
オ
パ
ー
ク
世
界
認
定

を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
横
断
幕
、

看
板
等
の
設
置
で
す
。

問
　
地
す
べ
り
災
害
（
村
岡

区
宿
）
の
復
旧
工
事
は
い
つ

か
ら
行
な
う
か 

 

答
　
調
査
の
範
囲
、
調
査
、

観
測
機
器
の
設
置
を
行
な
い

雪
解
け
後
に
な
り
ま
す
。

反
対
討
論 

谷
口

眞
治
議
員 

10月臨時会 
　平成22年10月臨時会には、一般会計
補正予算（５号）が上程され、原案どおり
可決しました。 

請負変更契約 請負変更契約 
１．契約の目的 
２．契約の相手方 
３．契約の内容 

◆工法変更によるものです 

林道本谷線　法面改良工事

株式会社 今後建設

請負金額「金48,510,000円」を

　　　　「金52,228,050円」に変更

専 決 処 分 専 決 処 分 
１．契約の目的 
 
２．契約の相手方 
３．契約の内容 

香住第一中学校体育館耐震補強・

大規模改造工事の請負変更契約

株本・田野特別共同企業体

請負金額「金136,500,000円」を

　　　　「金138,773,460円」に変更

11
月
臨
時
会

月
臨
時
会 

11
月
臨
時
会

月
臨
時
会 

11
月
臨
時
会 

　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
一

般
職
の
給
与
を
0.1
％
削
減
、

期
末
勤
勉
手
当
を
0.2
月
削
減

す
る
こ
と
に
伴
い
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
す
。

香
美
町
一
般
職
の
職
員
の 

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の 

一
部
を
改
正 

　
期
末
手
当
の
支
給
率
を
0.15

月
削
減
す
る
こ
と
に
伴
い
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

︵
町
長
は
期
末
手
当
な
し
︶

香
美
町
町
長
及
び
副
町
長 

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す 

る
条
例
の
一
部
を
改
正 

　
本
町
の
財
政
状
況
を
鑑
み

議
会
議
員
の
期
末
手
当
の
支

給
率
を
0.2
月
削
減
す
る
こ
と

に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
す
。

香
美
町
議
会
議
員
の
議
員 

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改 

正 

特
別
職
、
一
般
職
の
給
与
・
期
末
手
当
を
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て 

削
減
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。 

ほ
　

ご



校舎工事に合流できるか「香住小体育館」 

ようやく順番が回ってきたの？「村岡小校舎」 

障害者施設「エスポワールこじか」と合わせ新たなサービスが加わります 

展望台への道路 
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問
　
財
政
調
整
基
金
へ
な
ぜ

積
上
げ
る
の
か
。
22
年
度
末

の
基
金
残
額
は
い
く
ら
に
な

る
か 

 

答
　
人
件
費
の
減
額
補
正
は

全
体
の
財
源
の
調
整
と
し
て

必
要
な
時
期
に
使
う
た
め
に

予
備
費
で
は
な
く
財
政
調
整

基
金
と
し
ま
し
た
。

　
22
年
度
末
見
込
み
額
は
、

９
億
２
０
１
万
３
千
円
で
す
。

問
　
４
４
４
万
１
千
円
の
増

額
は
地
権
者
の
高
齢
化
に
よ

り
買
収
を
求
め
ら
れ
た
と
説

明
を
さ
れ
た
。
町
の
基
本
的

な
今
後
の
考
え
を
示
せ 

 

答
　
小
代
区
久
須
部
の
雪
寒

基
地
格
納
庫
の
土
地
で
す
。

地
権
者
は
特
養
へ
入
所
、
本

人
・
家
族
か
ら
の
申
し
出
に

よ
り
ま
す
。

　
施
設
は
、
昭
和
55
年
建
設

で
30
年
経
過
、
面
積
３
９
６

㎡
現
況
宅
地
︵
畑
︶
の
評
価
で

の
買
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
借
地
に
お
い
て
は
、

購
入
の
事
情
が
生
ま
れ
て
く

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問
　
香
住
小
学
校
改
築
の
説

明
会
で
「
体
育
館
の
耐
震
診

断
を
す
る
」
と
言
わ
れ
た
。

「
体
育
館
に
は
一
切
、
手
を

か
け
な
い
」
と
言
っ
て
き
た

で
は
な
い
か
。
理
不
尽
だ 

 

答
　
さ
わ
る
必
要
は
な
い
と

考
え
て
き
た
が
、
体
育
館
の

ト
イ
レ
、
倉
庫
の
併
設
・
駐

車
場
の
こ
と
も
あ
り
校
舎
と

体
育
館
の
接
続
が
で
き
る
な

ら
、
ま
ず
耐
震
診
断
を
受
け

た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
担
当
が
決
っ
た
よ
う
な
表

現
を
し
た
の
は
申
し
訳
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
第
54
回
定
例
会
は
、
12
月
７
日
〜
14
日
ま
で
の
実
質
４
日
間
か
け
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。 

　
規
約
の
改
正
、
町
道
認
定（
３
か
所
）、
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
補

正
が
あ
り
、
人
事
院
勧
告
を
受
け
て
一
般
職
の
給
料
等
減
額
に
伴
う
財
政
調

整
基
金（
貯
金
）１
千
１
１
７
万
円
の
積
み
上
げ（
一
般
会
計
）が
主
な
補
正
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

　
職
員
給
与
を
総
じ
て
２
千

９
５
６
万
２
千
円
も
削
り
、

１
千
１
１
７
万
円
も
基
金
に

積
む
。
こ
れ
は
地
域
に
不
況

風
を
吹
か
せ
る
こ
と
に
な
る
。

町
民
の
暮
ら
し
を
思
い
、
希

望
を
発
信
す
る
と
は
思
え
な

い
。

　
反
対
討
論
の
︵
地
域
の
︶
消

費
力
を
抑
え
込
む
と
は
同
じ

認
識
だ
か
、
議
論
に
含
ま
れ

る
議
案
︵
11
月
臨
時
会
の
給

与
の
減
給
議
案
︶
を
良
と
し

て
き
た
以
上
反
対
と
す
る
訳

に
は
い
か
な
い
。

問
　
条
文
の
中
「
香
美
町
に

お
い
て
は
、
旧
村
岡
町
、
旧

美
方
町
の
区
域
に
限
る
」
と

あ
る
。
香
住
区
民
は
利
用
で

き
な
い
の
か
。
対
象
者
は
何

人
か 

  

答
　
条
文
が
誤
解
を
招
く
表

現
に
な
っ
て
お
り
、
病
院
事

務
局
に
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。

香
美
町
全
域
で
現
在
22
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
村
岡
区
山
田
下
中
１
号
線

と
下
中
７
号
線
の
中
間
付
近

道
路
改
良
が
完
成
し
た
の
で
、

路
線
の
変
更
を
し
ま
す
。

③
香
住
区
浦
上
２
０
８
号
線

は
、
私
有
地
に
払
下
げ
と
な

る
た
め
対
象
部
分
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

問
　
観
光
客
が
利
用
（
展
望

台
）
す
る
道
路
を
廃
止
し
た

理
由
は 

答
　
駅
ホ
ー
ム
右
側
︵
山
側
︶

の
道
路
は
一
般
の
方
が
通
る

道
で
は
な
い
こ
と
。
展
望
箇

所
は
、
今
後
遊
歩
道
的
対
策

で
、
町
が
一
括
管
理
し
ま
す
。

問
　
浦
上
２
０
８
号
線
を
廃

止
す
る
と
、
浦
上
川
へ
通
ず

る
部
分
を
２
０
９
号
線
と
す

る
根
拠
は
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か 

答
　
町
道
認
定
の
方
法
は
、

起
点
か
ら
終
点
だ
け
で
決
る

も
の
で
な
く
道
路
区
域
の
告

示
を
す
れ
ば
認
定
さ
れ
る
と

考
え
ま
す
。

　
観
光
施
設
の
展
望
台
に
通

ず
る
道
路
は
引
き
続
き
町
道

認
定
し
、
町
の
管
理
を
明
確

化
す
べ
き
で
あ
る
。

②
香
住
区
余
部
停
車
場
線
は
、

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
移
動
に

伴
い
町
道
を
付
替
え
た
た
め
、

西
２
１
４
号
線
と
の
接
続
部

分
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

香住小学校体育館＆村岡小学校校舎の 香住小学校体育館＆村岡小学校校舎の 香住小学校体育館＆村岡小学校校舎の 

耐震診断費を予算化！！ 耐震診断費を予算化！！ 耐震診断費を予算化！！ 
第54回 
12月 
定例議会 

第54回 
12月 
定例議会 

小代区 

雪
寒
基
地
格
納
庫（
借
地
）を
購
入
へ 

‖
４
４
４
万
円
‖
 

公立八鹿病院組合規約の一部改正 

指定障害福祉サービス事業が新たに加わる 指定障害福祉サービス事業が新たに加わる 指定障害福祉サービス事業が新たに加わる 

条例改正 条例改正 

町
道
町
道
１
路
線
を
廃
止
し
、
３
路
線
を
変
更

１
路
線
を
廃
止
し
、
３
路
線
を
変
更 

町
道
町
道
１
路
線
を
廃
止
し
、
３
路
線
を
変
更

１
路
線
を
廃
止
し
、
３
路
線
を
変
更 

町
道
１
路
線
を
廃
止
し
、
３
路
線
を
変
更 

反
対
討
論 

谷
口

眞
治
議
員 

賛
成
多
数
で
可
決 

補正予算 補正予算 補正予算 

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

u

山
本

賢
司
議
員 

反
対
討
論 

小
林

利
明
議
員 

賛
成
討
論 ＶＳ ＶＳ ＶＳ 

余部停車場線

町道西浜線

展望台

西214号線 

山田川山田川

清水橋

石谷川

県道 山田・日高線

下中７号線 

下中1号線 

県道香住久美浜線

209号線 
部分は同線とし 
て管理する 

208号線の 
この部分を 
廃止 浦

上
川

浦
上
川

浦
上
川
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一般質問 一般質問 

町政を問う 町政を問う 
　12月定例会での一般質問は、12月７日と８日に

13名の議員が町政全般について質問を行いました。 

　質問と答弁の要旨は次のとおりです。 

寺川　秀志 議員 

職
員
給
与
は
現
行
の
減
額
率
で
継
続
す
べ
き
だ 

職
員
は
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す 

香美町の経済状況は厳しい 

平
成
23
年
度
の
取
り
組
み
を
伺
う 

町
民
負
担
の
軽
減
を
行
な
い
ま
す 

安心して安全な通学を 

岡田　公男 議員 

平成23年１月27日　第24号 

①
長
瀬
町
政
３
年
目
と
な
る

平
成
23
年
度
行
財
政
の
取
り

組
み
、
執
行
体
制
、
重
点
施

策
事
業
は
何
か
、
歳
入
の
確

保
、
予
算
規
模
、
編
成
を
ど

の
よ
う
に
行
な
う
の
か
②
９

月
議
会
で
伺
っ
て
い
る
実
質

公
債
費
比
率
24
・
６
％
を
踏

ま
え
て
、
町
民
負
担
の
見
直

し
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
、

無
料
化
す
る
も
の
は
何
か  

 

　町
　
長
　
①
総
合
計
画
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
、
第

２
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
踏

ま
え
て
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
狙
い
、
協
動
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
、
福
祉
医
療

の
充
実
・
子
育
て
対
策
の
推

進
、
農
林
水
産
業
・
観
光
・

商
工
業
の
振
興
、
教
育
環
境

の
整
備
、
持
続
可
能
な
財
政

基
盤
確
立
５
つ
の
柱
で
す
。

３
区
で
異
っ
て
い
る
公
民
館

を
同
じ
体
制
に
す
る
こ
と
を

考
え
て
お
り
、
村
岡
区
兎
塚
、

射
添
公
民
館
に
館
長
主
事
を

配
置
、
活
動
の
活
性
化
、
県

民
交
流
広
場
事
業
の
連
携
を

進
め
ま
す
。
財
政
収
支
見
通

し
を
基
本
に
歳
出
抑
制
し
本

年
並
の
予
算
規
模
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
②
義
務
教
育
で

あ
る
小
・
中
学
校
の
通
学
費

の
無
料
化
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
一
番
の
町
民
の
関
心
は

職
員
給
与
の
問
題
で
あ
る
。 

　
現
在
条
例
に
よ
っ
て
本
給

を
５
〜
３
％
減
額
し
て
い
る
。 

　
そ
の
条
例
も
時
限
の
た
め

22
年
度
で
切
れ
、
こ
の
ま
ま

い
く
と
本
給
に
戻
る
が
、
町

民
は
減
額
を
望
ん
で
い
る
。 

　
香
美
町
は
厳
し
い
財
政
状

況
に
な
っ
て
、
大
変
苦
労
し

た
が
、
21
年
度
実
質
公
債
費

比
率
は
24
・
６
％
と
少
し
好

転
し
た
。
し
か
し
現
在
ま
で

町
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た

経
過
か
ら
実
質
公
債
費
比
率

が
18
％
に
下
が
る
ま
で
現
行 

の
減
額
率
で
い
く
べ
き
だ 

 

　町

長
　
公
務
員
は
現
在
の

経
済
情
勢
を
考
え
る
と
、
恵

ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

給
与
と
身
分
は
法
律
で
守
ら

れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
香

美
町
の
財
政
が
厳
し
い
こ
と

で
職
員
の
理
解
を
得
な
が
ら

時
限
的
な
条
例
に
よ
っ
て
や

む
な
く
減
額
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
給
与
の
時
限
条
例
が

22
年
度
で
終
わ
る
中
に
あ
っ

て
、
21
年
度
決
算
で
実
質
公

債
費
比
率
が
25
％
を
切
っ
た

こ
と
も
あ
り
本
給
に
対
し
て

現
行
の
減
額
率︵
５
〜
３
％
︶

の
半
分
を
戻
し
て
減
額
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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西川　誠一 議員 

町
の
観
光
振
興
計
画
を
策
定
す
べ
き 

来
年
度
に
向
け
て
進
め
て
い
き
ま
す 

この数値に納得できますか 

「今がチャンス！宝の持ち腐れにならないように」 

森　　利秋 議員 

行
革
大
綱
の
財
政
規
律
自
ら
乱
す
の
か 

職
員
数
減
の
中
で
人
件
費
減
ら
し
ま
す 

平成23年１月27日　第24号 

　
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

が
答
申
し
た
行
革
大
綱
実
施

計
画
　
の
総
人
件
費
の
抑
制

に
つ
い
て
は
職
員
の
給
与
削

減
は
当
面
の
間
継
続
す
る
。

と
記
載
し
て
い
る
が
行
革
委

と
し
て
は
実
質
公
債
費
比
率

18
％
を
切
る
ま
で
は
現
在

の
下
げ
幅
を
続
け
る
べ
き
だ

と
の
厳
し
い
雰
囲
気
で
あ
っ

た
。
来
年
３
月
に
給
与
を
元

に
戻
す
前
提
で
の
総
人
件
費

を
見
る
と
22
年
と
23
年
で
は

１
億
円
以
上
の
増
加
と
な
る
。

町
長
は
半
分
戻
し
と
言
っ
て

い
る
が
そ
れ
で
は
行
革
大
綱

の
人
件
費
の
抑
制
に
は
な
ら

な
い
。
大
綱
に
反
し
て
町
長

自
ら
財
政
規
律
乱
す
の
か 

　 　町

長
　
私
は
行
財
政
改
革

に
お
い
て
職
員
の
カ
ッ
ト
は

あ
げ
て
お
り
ま
せ
ん
。
大
綱

の
中
で
は
今
の
現
状
を
続
け

る
こ
と
で
な
く
し
て
、
カ
ッ

ト
を
続
け
る
こ
と
は
書
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
職
員
組
合

と
お
話
を
す
る
中
で
半
分
戻

し
と
な
り
ま
し
た
。
一
時
的

に
は
人
件
費
は
上
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
行
財
政
改

革
、
組
織
改
革
の
中
で
職
員

数
の
削
減
を
し
、
総
人
件
費

を
減
ら
し
て
い
く
の
も
行
革

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
長
は
産
業
振
興
の
基
本

と
な
る
も
の
は
観
光
産
業
の

振
興
で
あ
る
と
い
う
考
え
を

示
し
て
い
る
。 

　
10
月
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
決
定
を

受
け
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で

香
美
町
を
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人

を
増
や
し
て
い
く
の
か
。 

　
ま
た
、
香
美
町
に
は
観
光 

振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い 

な
い
。
短
期
長
期
的
な
計
画 

が
な
け
れ
ば
思
い
つ
き
で
そ 

の
場
し
の
ぎ
の
施
策
に
な
る
。 

町
は
早
急
に
計
画
を
策
定
し

観
光
振
興
施
策
を
す
る
べ
き

と
思
う
が
考
え
を
問
う 

 

　町

長
　
本
年
の
五
月
に
は

香
美
町
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協

議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
組
織
体
制
強
化
、

環
境
美
化
、
整
備
、
Ｐ
Ｒ
等

の
提
言
が
あ
り
、
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
で
交
流
人
の

増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
に
国
交
省
か
ら

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
受

け
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
お

り
、
現
在
は
そ
れ
を
基
本
と

し
て
振
興
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。
観
光
を
軸
と
し
た
産
業

振
興
を
考
え
る
な
ら
計
画
は

必
要
だ
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

（案） 
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植田　隆博 議員 

本
庁
舎
に
総
合
受
付
を
設
置
せ
よ 

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
検
討
し
て
い
ま
す 

小林　利明 議員 

職
員
の
意
識
改
革
・
組
織
改
編
に
提
言
す
る 

提
言
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る
。
検
討
し
ま
す 

住 民 の 付 託 に … 

役場にも必要と思うが 

平成23年１月27日　第24号 

　
職
員
の
意
識
改
革
と
組
織

改
編
に
つ
い
て
提
言
す
る
。 

　
職
員
に
は
住
民
の
意
向
に

叶
う
仕
事
を
す
る
自
覚
と
熱

意
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
住
民
と
共
に
考
え
る
現
場

主
義
を
徹
底
し
て
職
員
の
意

識
改
革
が
必
要
と
考
え
る
。 

　
ま
た
、
地
域
な
ら
で
は
の

企
画
や
き
め
細
や
か
な
住
民

対
応
は
住
民
の
身
近
に
あ
っ

て
よ
り
充
実
し
た
内
容
が
期

待
で
き
る
。 

　
地
域
局
の
機
能
充
実
と
本

庁
の
調
整
機
能
強
化
を
基
本

に
組
織
改
編
を
検
討
し
て
は

ど
う
か 

 

　町

長
　
現
場
で
町
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
し
っ
か
り
と
捉

え
て
﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
進

め
る
こ
と
は
奉
仕
者
の
原
点

で
あ
り
、
ご
提
言
を
踏
ま
え

て
対
応
し
ま
す
。

　
組
織
の
改
編
に
つ
い
て
は

フ
ラ
ッ
ト
化
に
よ
り
横
断
的

な
連
携
、
対
応
の
ス
ピ
ー
ド

化
を
基
本
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
特
性
に
つ
い
て
は

ご
提
言
を
含
め
て
住
民
の
満

足
度
向
上
に
繋
が
る
機
能
的

な
各
地
域
局
組
織
を
目
指
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
質
問
は
答
弁
書
を
見

な
く
て
も
町
長
の
今
の
思
い

と
か
考
え
を
質
問
し
て
い
る

の
で
、
下
を
向
か
ず
堂
々
と

前
を
向
い
て
答
弁
し
て
い
た

だ
き
た
い
。 

　
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

『
役
所
を
町
で
最
高
の
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
』
と
あ
る
。

庁
舎
入
口
に
机
を
お
い
て
来

庁
者
の
窓
口
と
し
て
職
員
が

順
番
で
担
当
し
て
は
ど
う
か
、

経
費
も
掛
か
ら
ず
職
員
の
職

務
能
力
向
上
に
役
立
つ
と
思

う
が
、
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か 

 

　町

長
　
町
民
が
役
場
に
入

っ
て
中
を
見
た
と
き
ど
こ
に

行
け
ば
用
件
が
済
む
の
か
分

か
ら
な
い
人
が
お
ら
れ
る
こ

と
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
窓
口
を
設
け
て

職
員
が
し
っ
か
り
挨
拶
を
し

て
対
応
す
れ
ば
感
じ
の
よ
い

役
場
に
な
る
の
で
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
そ
れ
を
指
示

し
て
お
り
ま
す
。
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田野　哲夫 議員 

医
療
弱
者
等
、
徹
底
協
議
す
る
機
関
を 

協
議
会
を
立
上
げ
る
か
検
討
し
ま
す 

西坂　秀美 議員 

光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
の
進
捗
状
況
は 

３
区
一
体
化
の
防
災
無
線
が
先
決
で
す 

全面休診の決った原診療所 

光ファイバーは全町民の供用に 

平成23年１月27日　第24号 

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
に
つ

い
て
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。
今
、
公
共
事
業
の

入
札
は
殆
ど
電
子
入
札
、
福

祉
関
係
も
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が

増
え
つ
つ
あ
る
。
地
デ
ジ
も

テ
レ
ビ
組
合
の
中
で
は
組
合

運
営
、
維
持
管
理
は
も
う
限

界
、
こ
れ
か
ら
は
光
と
の
声
。

ネ
ッ
ト
で
仕
事
を
し
て
い
る

若
者
や
区
か
ら
も
家
の
前
を

ケ
ー
ブ
ル
が
通
っ
て
い
る
の

に
な
ぜ
使
わ
せ
な
い
の
か
と

の
多
く
の
声
を
聞
く
。
町
長

は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
業

者
に
自
主
整
備
を
強
く
求
め

よ 
 

　町

長
　
本
町
で
は
全
所
帯

の
24
％
、
56
集
落
で
サ
ー
ビ

ス
が
未
提
供
で
す
。
業
者
の

自
主
整
備
だ
け
で
は
情
報
通

信
の
格
差
が
長
期
に
わ
た
り

ま
す
。
行
政
支
援
で
の
解
消

が
必
要
で
す
が
、
多
額
の
費

用
が
必
要
で
短
期
間
で
は
困

難
で
す
。
光
通
信
の
利
用
は

増
え
て
い
ま
す
が
今
は
約
10

億
円
か
け
て
３
区
の
防
災
無

線
の
一
本
化
整
備
が
先
決
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

光
は
情
報
通
信
の
基
幹
の
ネ

ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
の
で
整

備
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
病
院
・
診
療
所
の
取
り
組

み
は
①
変
則
的
時
刻
表
に
よ

る
町
民
バ
ス
の
ピ
ス
ト
ン
運

行
②
医
療
と
保
健
・
福
祉
の

一
体
化
と
特
養
な
ど
と
の
連

携
③
香
住
病
院
の
産
婦
人
科
・

小
児
医
対
策
を
集
中
的
に
行

う
こ
と
に
尽
き
る
。 

　
こ
の
抜
本
的
対
策
の
協
議

機
関
を
早
急
に
立
上
げ
、
徹

底
協
議
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
４
診
療
所
は
休
診
ば
か
り

で
方
向
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。

私
の
調
査
で
は
４
千
４
０
０

人
の
交
通
弱
者
と
加
え
て
医

療
弱
者
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
、

現
状
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か 

 

　町

長
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
３
医

療
機
関
︵
村
岡
・
香
住
・
小

代
︶
と
特
養
・
介
護
、
保
健

施
設
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

保
健
師
な
ど
に
よ
る
地
域
ケ

ア
会
議
を
行
い
活
発
な
情
報

交
換
を
し
て
い
ま
す
。
主
に
、

高
齢
者
健
康
情
報
・
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
と

個
別
支
援
会
議
の
交
換
で
す
。

　
個
人
病
院
の
よ
う
な
庭
先

送
迎
は
難
し
い
が
、
今
後
病

院
職
員
も
入
れ
た
協
議
機
関

の
立
ち
上
げ
が
必
要
か
検
討

し
て
い
き
ま
す
。
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岸本　正人 議員 

各
地
区
有
林
の
窮
状
を
ど
う
す
る
の
か 

減
免
等
を
考
え
る
時
期
と
思
い
ま
す 

各地区有林の将来はあるのか 

消
費
税
負
担
は
　住
民
、商
工
業
者 

税
率
上
げ
て
、
福
祉
財
源
確
保
を 

人通りが少なく… 

山本　賢司 議員 

平成23年１月27日　第24号 

　
消
費
税
は
、
最
終
消
費
者

で
あ
る
国
民
と
税
分
を
転
嫁

し
き
れ
な
い
中
小
商
工
業
者

の
身
銭
で
負
担
を
し
て
い
る
。 

　
１
９
９
７
年
に
は
５
％
に

増
税
、
２
０
０
３
年
に
は
課

税
売
上
の
免
税
点
が
３
千
万

円
か
ら
１
千
万
円
に
下
げ
ら

れ
、
業
者
か
ら
は
、「
こ
れ

以
上
増
税
さ
れ
た
ら
、
事
業

を
や
め
る
」
と
の
声
が
出
さ

れ
て
い
る
。 

　
商
工
業
振
興
策
を
展
開
す

る
、
と
言
っ
て
も
、
消
費
税

が
増
税
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
努

力
は
す
べ
て
吹
き
飛
ん
で
し

ま
い
か
ね
な
い
。 

　
財
源
確
保
の
た
め
に
は
消

費
税
増
税
を
、
で
は
、
大
き

な
間
違
い
を
犯
す
こ
と
に
な

る
。 

 

　町

長
　
福
祉
向
上
は
、
財

源
が
な
け
れ
ば
実
行
で
き
ま

せ
ん
。
福
祉
向
上
に
つ
な
が

る
消
費
税
の
上
げ
方
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
、
と
共
同
通

信
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
答
え

て
い
ま
す
。
零
細
商
工
業
、

住
民
を
い
じ
め
る
、
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
日
用
必
需

品
の
税
率
は
上
げ
る
べ
き
で

な
く
、
ぜ
い
た
く
品
に
限
っ

て
の
増
税
は
い
い
の
で
は
な

い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
有
林
を
実
質
的
に

所
有
し
て
い
る
地
区
は
約
80

集
落
あ
る
。
そ
の
縁
故
地
使

用
料
・
固
定
資
産
税
、
法
人

関
係
税
等
の
負
担
に
各
地
区

は
大
変
な
状
況
で
あ
る
。
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
今
後

木
材
の
収
益
は
ほ
と
ん
ど
見

込
め
な
い
。
各
地
区
の
高
齢

化
、
戸
数
減
の
な
か
で
こ
ん

な
負
担
を
地
元
に
残
し
て
、

子
や
孫
に
ま
で
強
い
て
い
い

の
か
。
町
は
①
縁
故
地
使
用

料
等
の
減
免
②
生
産
森
林
組

合
か
ら
地
縁
団
体
へ
の
移
行

の
支
援
③
将
来
の
抜
本
対
策

を
ど
う
考
え
る
の
か 

 

　町

長
　
①
減
免
も
考
え
る

時
期
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
②
地
縁
団
体
へ
の
移
行

支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
総
務

課
や
各
地
域
局
で
相
談
に
応

じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
香
美
町
は
86
％
が
林
野
で

占
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
将

来
的
な
対
策
も
本
当
に
真
剣

に
考
え
て
い
き
ま
す
。
育
っ

た
木
材
を
ど
う
し
て
生
か
す

か
も
大
事
で
あ
り
、
香
住
小

学
校
建
築
に
町
内
木
材
を
使

う
こ
と
も
方
向
性
と
し
て
出

し
て
お
り
真
剣
に
考
え
て
い

き
ま
す
。
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谷口　眞治 議員 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
で
仕
事
お
こ
し
を 

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
し
ま
す 

活性化が求められる 

仕事おこしで地域経済活性化 

西村　伸一 議員 

町
を
元
気
に
す
る
活
性
化
策
を 

過
疎
計
画
に
沿
っ
て
実
行
し
ま
す 

平成23年１月27日　第24号 

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
見
て

『
香
美
町
が
発
足
し
て
５
年

経
過
す
る
中
で
議
員
や
町
長

は
今
何
を
や
っ
と
る
の
か
よ

く
分
か
ら
な
い
』
と
い
う
言

葉
を
よ
く
聞
く
。
町
長
も
我
々

議
員
も
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
て
住
民
の
皆
さ
ん

ヘ
負
担
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
着
実
に
成
果
は
上

り
実
質
公
債
費
比
率
も
改
善

さ
れ
て
い
る
。
町
民
の
皆
さ

ん
が
望
む
所
は
香
美
町
を
元

気
に
す
る
す
な
わ
ち
活
性
化

策
を
行
政
に
期
待
し
て
い
る
。

町
長
に
そ
の
策
を
問
う 

 

　町

長
　
21
年
度
決
算
に
於

い
て
早
期
健
全
化
団
体
か
ら

脱
却
し
ま
し
た
の
で
少
し
は

町
民
の
皆
さ
ん
に
明
る
さ
が

見
え
る
様
な
取
り
組
み
を
と

考
え
て
い
ま
す
。
町
の
産
業

が
今
冷
え
込
む
中
で
産
業
の

活
性
化
を
挙
げ
て
お
り
過
疎

計
画
に
沿
っ
て
し
っ
か
り
と

実
行
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

中
で
も
地
場
産
業
の
振
興
、

学
校
施
設
の
遅
れ
等
々
が
あ

り
ま
す
の
で
子
供
達
が
安
心
、

安
全
で
学
べ
る
環
境
づ
く
り

を
今
後
の
大
き
な
柱
と
し
て

す
ば
ら
し
い
香
美
町
を
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
円
高
・
デ
フ
レ
で
景
気
の

悪
化
が
さ
ら
に
す
す
み
、
中

小
業
者
は
ど
の
業
界
も
厳
し

い
状
況
で
、
地
域
経
済
は
不

況
の
ど
ん
底
だ
。
そ
ん
な
今

こ
そ
、
行
政
に
よ
る
仕
事
お

こ
し
・
地
域
振
興
対
策
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
、
来
年
度
予
算

で
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

抜
群
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制

度
（
住
宅
の
修
繕
工
事
を
町

内
業
者
に
施
行
依
頼
す
る
こ

と
を
条
件
に
、
一
定
額
以
上

の
工
事
に
対
し
て
補
助
金
を

支
給
す
る
）
を
導
入
す
べ
き
、

町
長
の
所
見
を
問
う

 

　町

長
　
香
美
町
の
住
宅
改

修
制
度
は
、
人
生
80
年
い
き

い
き
住
宅
助
成
、
介
護
保
険

の
助
成
、
重
度
身
障
者
ヘ
の

助
成
事
業
、
水
洗
便
所
等
改

修
資
金
利
子
補
給
制
度
が
あ

り
ま
す
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

制
度
は
、
雇
用
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
水
洗
化
の
促
進
な

ど
か
な
り
の
効
果
が
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
し

た
工
事
と
の
整
合
性
を
考
え

る
と
難
し
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
期
待
で
き
る

効
果
の
中
で
、
ど
ん
な
こ
と

が
で
き
る
か
、
一
度
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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吉田　増夫 議員 

害
獣
の
駆
除
と
処
理
を
ど
う
す
る 

駆
除
と
動
物
処
理
対
策
は
急
ぎ
ま
す 

も っ と 捕 獲 を 
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農
作
物
の
害
獣
駆
除
対
策

に
猟
友
会
の
協
力
を
え
て
駆

除
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年

の
状
況
を
見
る
と
、
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
の
農
地
を
含
む
被

害
が
多
く
見
ら
れ
る
。
①
猟

友
会
の
高
齢
化
も
考
え
今
後

ど
の
よ
う
な
駆
除
対
策
を
考

え
て
い
る
の
か
②
駆
除
し
た

動
物
の
処
理
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
問
う 

 

　町

長
　
現
在
野
生
動
物
の

被
害
が
多
く
、
防
除
柵
費
も

当
初
予
算
の
３
倍
も
４
倍
も

申
し
込
み
が
あ
り
、
今
後
積

極
的
な
駆
除
を
考
え
て
い
ま

す
。
協
力
を
え
て
い
る
猟
友

会
の
高
齢
化
と
人
数
減
少
を

踏
ま
え
、
町
と
し
て
狩
猟
マ

ス
タ
ー
育
成
研
修
等
に
も
支

援
し
、
職
員
に
資
格
を
取
ら

せ
駆
除
班
等
が
出
来
な
い
か

検
討
し
て
い
ま
す
。

②
処
理
に
つ
い
て
は
、
県
農

林
課
等
関
係
機
関
と
連
絡
会

議
を
持
っ
て
先
進
事
例
調
査
、

肉
の
活
用
、
調
理
研
修
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
早
期
実
現

化
の
具
体
策
は
決
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
来
年
度
以
降
積
極

的
な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
。

質問議員 質 問 項 目 

１．香住小学校改築について 
２．入札の一元化について 
３．電器柵の補助金制度について 

寺川　秀志 

１．第２次行革の目的を問う！ 
２．子育て支援策の拡充を求める 
３．ごみ減量化推進、分別、資源化を進めよう 
４．社会教育、公民館活動の体制、県民交流
　　ひろば事業との連携のイメージを問う 

山本　賢司 

１．子供をもっと大切にする町にしよう 
２．交通対策について 

西坂　秀美 

１．ドクターヘリの着地点の整備について 
２．結婚対策について 

岸本　正人 

１．環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）に
　　ついて 
２．医療・買い物難民対策について 

谷口　眞治 

１．住民の暮しを守る冬期除雪対応は万全
　　か伺う 

１．住民の足の確保とは、どのように考え
　　ているのか 

岡田　公男 

１．各種団体主催のイベントについて 植田　隆博 

１．新年度事業について 小林　利明 

１．職員の意識改革は進んでいるのか 西村　伸一 

１．現在の交通網（町民バス等）について 吉田　増夫 

田野　哲夫 

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
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z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

z
z

※全員が賛成の議案は、表示していません。　※議長は採決に加わりませんので−で表示しています。

寺
川
秀
志

西
坂
秀
美

田
野
哲
夫

岡
田
公
男

森
　
利
秋

岸
本
正
人

植
田
隆
博

谷
口
眞
治

西
川
誠
一

小
林
利
明

上
田
勝
幸

浜
上
勇
人

山
本
賢
司

西
村
伸
一

吉
田
増
夫

田
範
明

香美町町長及び副町長の給与及び旅費に関する条例の一部
を改正する条例を定めることについて 
香美町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例を定めることについて 

町道の路線を認定及び廃止することについて 

平成22年度香美町一般会計補正予算（第6号） 

平成22年度香美町国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号） 

平成22年度香美町介護保険事業特別会計補正予算（第2号） 

平成22年度香美町簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 

平成22年度香美町下水道事業特別会計補正予算（第2号） 

平成22年度香美町公立香住病院事業企業会計補正予算（第２号） 

平成22年度香美町上水道事業企業会計補正予算（第2号） 

米価の下落対策を求める意見書 

環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）参加に反対する意見書 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － 
× ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × × － 
× ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × － 

○…賛成　　×…反対 

議　案　名 
議　員　名 

～わが町の農林水産業の未来は～ ～わが町の農林水産業の未来は～ ～わが町の農林水産業の未来は～ ～わが町の農林水産業の未来は～ 
米価の下落対策を求める意見書 

　生産者米価下落から稲作農家の経営と地域農業
を守るため、国の責任で次の事項を緊急に実施す
ることを求め、地方自治法第99条の規定により
意見書を提出する。

問　輸入米を適正管
理することとは何か 
答　輸入米を主食用
として販売すれば、
食用米価格が一層下
落する。

問　米の価格の下落
は自由な作付による
過剰米のせいでもあ
ると思うが 
答　米余りは、消費
量の減少と供給過剰
によるもの。

記 
１．今年産米の価格が大幅に下落する事態を招かな
　いよう、適正な需給・価格環境を整備すること 
２．過剰米を主食用市場から隔離し、政府が買い上
　げること 
３．主食用米の買い入れなど、政府棚上げ備蓄を今
　年産米から前倒しして実施すること 
４．輸入米（ミニマムアクセス米）を適正管理するこ
　と 

質　　　疑 問　参加した場合の
わが町の影響は 
答　北海道の指数で
あるが、農家数70％
減となる見込みで、
わが町の産業も大き
な影響あり

問　不参加の場合の
影響は 
答　経産省の発表で
は輸出産業が実質Ｇ
ＤＰ1.53％の減によ
り812,000人の雇用
減と見込んでいる。

質　　　疑 

討　　　論 

　戸別所得補償制度
を前提としている。
この制度は、米価下
落を助長しかねない。
よって反対する。

反対討論 西川議員 

　米価の下落は生産
者自ら、生産調整を
しなければ下落は止
まらない。

反対討論 西村議員 

山本議員 
　米価が下落すれば
生産意欲が減退する。
自給率を守るために
も賛成する。

賛成討論 

討　　　論 

　環太平洋戦略的経
済連携協定参加への
不利益は意見書（案）
の通りでもある。し
かしわが国は輸出立
国であるため自由化
は避けて通れない面
もある。国内の議論
がもっと必要であり、
現時点では反対である。

反対討論 森　議員 小林議員 
　国民の利益、不利
益を考えると参加を
すれば悔やむことに
なると思う。

賛成討論 

山本議員 
　100％貿易自由化は、
関税だけでなく医師
や弁護士といった国
家資格にかかわるも
のにも及ぶ。この国
の形が変わってしま
いかねない内容を含
んでいる。

賛成討論 

環太平洋戦略的経済連携協定 
参加に反対する意見書 

　環太平洋戦略的経済連携協定（以下「ＴＰＰ」と
いう）は、例外品目なしに100％自由化を原則と
するものであり、わが国の農林水産業はもとより、
香美町の農業、畜産、漁業、地域経済も壊滅的な
打撃を受けることは必至である。
　よって、地方自治法第99条の規定により意見
書を提出する。

記 
１．日本農業と地域経済を壊滅させるＴＰＰには参
　加しないこと 

賛成多数で可決となる 賛成多数で可決となる 
zzzzzzzzzzzzzzzzzz

11月 
臨時会 

12月 
定例会 
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議
会
運
営
委
員
会
は
、
吉

田
議
長
が
就
任
に
際
し
て
示

さ
れ
た
﹁
開
か
れ
た
行
動
す

る
議
会
﹂
の
所
信
に
そ
っ
て

①
住
民
さ
ん
に
見
え
る
議
会 

②
議
会
・
議
員
の
資
質
向
上

の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
﹁
議
会
実
況

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
﹂

を
既
に
実
施
し
更
な
る
視
聴

機
会
の
早
期
拡
充
を
検
討
中

で
す
。
ま
た
﹁
研
修
充
実
の

会
派
制
導
入
﹂
も
23
年
１
月

に
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
途
に
つ
い
た
ば
か
り
で
課

題
は
山
積
し
て
お
り
一
層
の

充
実
を
期
し
、
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
﹁
議
会

基
本
条
例
﹂
等
を
制
定
し
て

先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
鳥
取
県
南
部
町
、
北
栄
町

議
会
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
両
町
議
会
の
基
本
条
例
は

﹁
情
報
公
開
と
住
民
参
加
﹂﹁
政

策
形
成
・
行
政
監
視
能
力
の

向
上
﹂
を
基
本
に
議
員
議
会

の
使
命
を
明
確
に
掲
げ
自
覚

を
促
す
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用

し
て
の
議
会
の
全
面
公
開
に

加
え
て
住
民
、
各
種
団
体
の

意
見
等
を
伺
う
公
聴
会
の
実

施
や
時
事
問
題
で
専
門
家
を

招
き
、
或
い
は
、
町
民
各
層

と
の
研
究
会
開
催
等
、
議
員

の
資
質
向
上
、
充
実
に
努
め

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
議
員
間
議
論
の
活

発
化
を
目
指
し
て
﹁
場
﹂
を

設
定
し
、
町
長
に
は
﹁
反
問

権
﹂
を
認
め
る
な
ど
論
点
・

争
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
に

重
く
配
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
条
例
の
実
施
検
証
条
項

を
定
め
ら
れ
て
常
に
議
会
活

動
の
点
検
と
更
な
る
充
実
に

厳
し
く
臨
ま
れ
る
姿
勢
に
深

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
学
ぶ
こ
と
の

多
か
っ
た
研
修
内
容
を
全
議

員
協
議
会
で
詳
細
に
報
告
し

ま
し
た
。

　
本
町
議
会
も
合
併
２
期
目

に
入
り
格
段
に
進
ん
だ
一
体

感
と
新
し
い
仲
間
の
参
加
で

改
革
の
環
境
は
整
い
ま
し
た
。

新
体
制
下
で
﹁
開
か
れ
た
行

動
す
る
議
会
﹂
の
充
実
を
確

信
し
て
い
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
本
年
度
、

﹁
地
域
医
療
に
つ
い
て
﹂
医

師
確
保
か
ら
交
通
の
便
の
確

保
ま
で
、
時
に
は
担
当
部
と

連
携
を
し
な
が
ら
調
査
研
究

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

医
師
不
足
の
中
、
地
域
医
療

を
守
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
現
状
把
握
の

た
め
地
域
の
老
人
会
の
意
見

や
子
育
て
中
の
若
い
お
母
さ

ん
の
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
上
で
香
美
町
と
似
た

過
疎
、
少
子
高
齢
化
、
山
間

で
広
域
な
町
、
鳥
取
県
日
南

町
と
医
師
確
保
が
困
難
な
中
、

常
に
安
定
人
数
を
確
保
し
て

い
る
鳥
取
県
岩
美
町
を
視
察

先
に
選
定
し
ま
し
た
。

　
日
南
町
は
当
町
よ
り
面
積

が
少
し
小
さ
く
人
口
は
６
千

人
弱
、
高
齢
化
率
45
％
の
山

間
過
疎
の
町
で
す
。
病
院
の

理
念
に
﹁
町
は
大
き
な
ホ
ス

ピ
タ
ル
﹂
を
掲
げ
安
全
・
安

心
の
基
本
は
﹁
医
療
と
福
祉

の
充
実
﹂
過
疎
高
齢
化
の
町

に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
﹁
近

く
に
医
師
が
居
る
こ
と
﹂
を

使
命
と
し
て
医
師
数
７
人
で

医
療
と
福
祉
で
町
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昭
和

58
年
か
ら
﹁
待
ち
﹂
か
ら
﹁
街

へ
﹂
と
薬
や
点
滴
ま
で
持
参

し
て
出
か
け
る
医
療
で
住
民

の
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
保

健
・
医
療
・
福
祉
を
一
体
化

さ
せ
日
本
の
30
年
先
を
予
測

し
た
地
域
医
療
の
取
り
組
み

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　
隣
接
す
る
鳥
取
市
に
は
多

く
の
大
病
院
が
あ
る
に
も
関

ら
ず
安
定
し
て
医
師
確
保
が

出
来
て
い
る
病
院
で
す
。
医

療
と
介
護
の
病
院
で
保
険
は

医
療
・
介
護
の
両
保
険
制
度

を
活
用
、
在
宅
医
療
を
積
極

的
に
推
進
し
、
医
師
を
始
め

全
員
で
出
向
い
て
い
る
。
医

師
確
保
は
地
域
医
療
に
尽
く

し
た
い
、
訪
問
診
療
が
し
た

い
医
師
で
な
け
れ
ば
定
着
し

な
い
、
妙
案
は
な
い
が
情
報

が
あ
れ
ば
町
長
と
一
緒
に
出

か
け
る
そ
う
で
す
。

　
両
病
院
と
も
院
内
に
保
健

福
祉
課
を
置
き
行
政
と
一
体

化
し
、
住
民
一
人
一
人
の
状

況
把
握
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　
10
月
19
日
と
20
日
の
二
日

間
の
予
定
で
島
根
県
・
隠
岐

諸
島
の
隠
岐
の
島
町
に
観
光

施
策
に
つ
い
て
視
察
研
修
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
七
類
港
か
ら
高
速
艇
で
約

１
時
間
30
分
で
到
着
、
そ
の

後
視
察
研
修
と
い
う
計
画
が

い
き
な
り
船
舶
の
機
関
故
障

が
原
因
で
欠
航
と
の
連
絡
、

や
む
を
得
ず
普
通
艇
に
変
更

し
て
約
４
時
間
30
分
の
船
旅

と
な
り
ま
し
た
。
︵
帰
り
便

も
故
障
が
直
ら
ず
長
時
間
の

船
旅
で
し
た
。
︶

　
さ
て
、
本
題
に
戻
り
ま
す

が
、
隠
岐
の
島
町
は
島
根
半

島
の
北
東
約
80
㎞
の
海
上
に

位
置
し
、
領
土
問
題
で
有
名

に
な
っ
た
竹
島
も
町
域
で
す
。

人
口
は
１
万
６
千
人
弱
の
町

で
す
が
、
北
西
か
ら
の
季
節

風
に
よ
り
浸
食
さ
れ
た
特
異

な
海
岸
の
景
観
、
対
馬
海
流

と
寒
流
が
合
流
し
多
く
の
海

洋
生
物
、
離
島
と
い
う
環
境

に
よ
り
独
自
の
進
化
を
遂
げ

た
固
有
種
や
巨
木
の
自
然
の

景
観
、
ま
た
後
鳥
羽
上
皇
や

後
醍
醐
天
皇
な
ど
の
貴
人
が

配
流
さ
れ
る
歴
史
の
島
と
い

う
観
光
資
源
が
豊
富
な
町
で

す
。
香
美
町
に
も
観
光
資
源

が
豊
富
に
あ
り
ま
す
が
ど
の

よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
が

共
通
の
課
題
で
あ
る
と
い
う

思
い
が
し
ま
し
た
。

　
隠
岐
の
島
町
の
観
光
は
夏

季
中
心
の
短
期
滞
在
型
で
、

近
年
は
入
り
込
み
数
も
減
少

し
て
お
り
、
水
木
し
げ
る
ブ

ー
ム
の
恩
恵
や
隠
岐
ジ
オ
パ

ー
ク
へ
の
取
り
組
み
な
ど
で

増
加
を
図
っ
て
い
る
と
い
う

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
独
自
に
隠
岐
に
し
か

な
い
食
材
を
観
光
客
の
要
求

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
商
品

開
発
や
観
光
ガ
イ
ド
の
養
成

に
力
を
い
れ
て
い
る
と
の
説

明
が
あ
り
観
光
客
増
加
へ
の

意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
10
カ
年
の
期
間

で
立
派
な
﹁
隠
岐
の
島
町
観

光
振
興
計
画
﹂
を
策
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
は
、
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
も
そ
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
、
観
光
ガ
イ
ド

等
の
充
実
は
急
務
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
を
町
当
局
に

提
言
す
る
こ
と
を
確
認
し
た

視
察
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
よ
り
良
い
広
報
を
目
指
し

て
本
年
の
研
修
先
は
、
平
成

21
年
度
全
国
町
村
議
会
広
報

コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
し
た
幸

田
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

を
10
月
29
日
に
視
察
し
、
広

報
の
編
集
に
つ
い
て
の
研
修

を
受
け
ま
し
た
。
内
容
に
つ

い
て
例
を
上
げ
ま
す
と
、
香

美
町
で
は
合
併
以
来
﹃
こ
の

人
こ
こ
に
あ
り
﹄
を
掲
載
し

続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
人
物
を
紹
介
す
る
こ
と
に

よ
り
合
併
の
意
味
か
ら
も
必

要
と
認
め
て
い
ま
す
。
幸
田

町
で
は
う
ら
表
紙
に
﹃
あ
い
・

ラ
ブ
・
マ
イ
タ
ウ
ン
﹄
と
題

し
て
中
学
生
を
対
象
に
し
た

記
事
を
取
り
上
げ
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
頂

く
効
果
と
堅
い
イ
メ
ー
ジ
の

議
会
だ
よ
り
を
ソ
フ
ト
に
す

る
二
重
の
効
果
を
生
み
出
し

て
い
る
と
思
い
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
の
事
例
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
研
修
を
通
し
て

得
た
も
の
を
実
行
し
、
読
ん

で
頂
け
る
広
報
を
と
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会 

委
員
長 
西
　
坂
　
秀
　
美 

日南病院での研修 丁寧に説明をしていただく町歩きガイドさん 

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に 

議
会
運
営
委
員
会 

委
員
長 

小
　
林
　
利
　
明 

行
動
す
る
議
会
を
視
野
に 

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会 

委
員
長 

西
　
川
　
誠
　
一 

隠
岐
の
島
は
遠
か
っ
た 

議
会
広
報
特
別
委
員
会 

委
員
長 

西
　
村
　
伸
　
一 

幸
田
町（
愛
知
県
）を
訪
問
視
察 

委
員
会
視
察
研
修
報
告

委
員
会
視
察
研
修
報
告 
委
員
会
視
察
研
修
報
告

委
員
会
視
察
研
修
報
告 
委
員
会
視
察
研
修
報
告 

日
南
病
院 

岩
美
病
院 

こ
れ
か
ら 

為
の
視
察
研
修 

議
会
の
改
革 

先
進
地
を
学
ぶ 

かみ議会だより18号 
奨励賞受賞しました！！ 
　第31回兵庫県町議会広報

紙コンクールにおいて、か

み議会だより18号が奨励賞

を受賞しました。

　これから

も皆さまに

読みやすく

親しみのあ

る広報紙づ

くりに取り

組んで参り

ます。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
経
済
は
緩
や
か
に
上
向
い

て
い
る
等
々
言
わ
れ
て
来
ま

し
た
が
、
地
方
で
は
そ
の
様

な
実
感
は
全
く
な
く
デ
フ
レ

ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
中
で
公

共
事
業
は
極
端
に
減
少
し
大

変
な
生
活
苦
の
１
年
で
し
た
。

今
年
こ
そ
景
気
が
良
く
な
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
様
子
を
出
来
る
限

り
判
り
や
す
く
読
ん
で
頂
け

る
広
報
紙
を
目
指
し
て
編
集

を
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
議

会
に
関
し
て
理
解
出
来
な
い

こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
ど
し
ど

し
委
員
な
り
議
会
事
務
局
に

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
更
に
議
会
の
活
性
化
に
繋

げ
て
い
け
る
﹃
議
会
だ
よ
り
﹄

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　︵
Ｎ
︶

議
会
広
報
特
別
委
員
会 

　
　
委

員

長
　
西
村
　
伸
一 

　
　
副
委
員
長
　
谷
口
　
眞
治 

　
　
委
　
　
員
　
寺
川
　
秀
志 

　
　
　
　
　
　
　
田
野
　
哲
夫 

　
　
　
　
　
　
　
岸
本
　
正
人 

　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
隆
博 

　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
増
夫 

編
集
発
行
責
任
者 

　
　
議
　
長
　
　

田
　
範
明 
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編
集
議
会
広
報
特
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会 

発
行
兵
庫
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香
美
町
議
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平
成
16
年
の
秋
祭
り
に
発

足
し
、
名
前
は
﹁
ニ
ュ
ー
こ

が
ね
座
﹂
と
い
い
ま
す
。
座

長
は
村
瀬
弘
次
君
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
目
的
で 

　「
ニ
ュ
ー
こ
が
ね
座
」を 

　
　
結
成
さ
れ
ま
し
た
か 

ニ
ュ
ー
こ
が
ね
座
の
歩
み 

　
昭
和
60
年
沖
浦
区
の
青
年
団
を
中
心
に
、
劇
団
こ
が
ね

座
が
結
成
さ
れ
、
秋
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
が
、
平
成

10
年
頃
か
ら
活
動
が
中
断
し
て
い
た
。
し
か
し
十
年
程
前

か
ら
地
元
青
壮
年
か
ら
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
﹁
こ

が
ね
座
﹂
の
復
活
を
求
め
る
機
運
が
高
ま
っ
た
。
村
芝
居

を
通
し
て
自
分
た
ち
も
昔
の
よ
う
に
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
。
そ
の
声
は
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
き
た
。

　
そ
し
て
平
成
16
年
の
秋
祭
り
に
劇
団
員
相
互
の
親
睦
と

地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
﹁
ニ
ュ
ー
こ
が
ね
座
﹂
を

結
成
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

主
な
演
目
　
水
戸
黄
門
、
遠
山
の
金
さ
ん
、
桃
太
郎
等

　
ま
た｢

ニ
ュ
ー
こ
が
ね
座｣

の
劇
団
員
は
、
地
域
行
事
の

中
核
を
担
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。

　
現
在
の
劇
団
員
が
子
供
の

頃
に
は
﹁
こ
が
ね
座
﹂
の
公

演
が
あ
り
ま
し
た
。
途
中
中

断
し
て
い
ま
し
た
が
、
有
志

か
ら
村
芝
居
を
通
じ
て
団
員

相
互
の
親
睦
と
地
域
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
昔
の
よ
う

に
村
を
盛
り
上
げ
た
い
と
し

て
結
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
台
本
と
か
演
出
と
か

大
変
だ
と
思
い
ま
す
が 

　
劇
団
員
の
浦
瀬
克
久
君
に

す
べ
て
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
秋
祭
り
で
の
奉
納

村
芝
居
で
区
民
の
方
か
ら
お

花
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

お
金
で
運
営
費
を
賄
っ
て
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
10
月
の
秋
祭
り
に
は

沖
浦
三
番
叟
︵
無
形
文
化
財
︶

の
奉
納
舞
が
あ
る
た
め
、
８

月
末
か
ら
地
域
の
子
ど
も
達

に
舞
の
指
導
を
し
ま
す
。

　
芝
居
の
練
習
は
、
そ
の
後

に
な
る
の
で
毎
晩
遅
く
疲
れ

ま
す
が
、
地
域
の
た
め
だ
と

思
い
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
出
石
永
楽
館

で
公
演
し
ま
し
た
。
地
区
外

の
公
演
も
オ
フ
ァ
ー
が
あ
れ

ば
、
公
演
し
た
い
で
す
が
、

毎
年
地
元
で
続
け
る
こ
と
が

私
た
ち
の
目
標
で
す
。

　
三
番
叟
保
存
会
、
消
防
団
、

子
供
会
、
山
神
会
等
に
劇
団

員
が
加
入
し
て
い
ま
す
の
で
、

地
域
の
皆
様
と
よ
く
顔
を
合

わ
し
ま
す
の
で
連
携
が
取
れ

て
い
ま
す
。

　
沖
浦
区
民
の
20
歳
〜
50
歳

代
の
約
30
名
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
職
業
は
水
産
物
卸
業
、

建
築
土
木
業
、
町
職
員
、
Ｊ

Ａ
職
員
、
自
営
業
等
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

出石永楽館で熱演中の劇団員 

沖浦区大放神社にて 

（
香
住
区
） 

　今回は沖浦区の青壮年の方たちが、地域

の活性化また文化活動として劇団「ニュー

こがね座」を結成され、地域活動はもとより

他地域へも幅広く活動を広げ、なんと出石

永楽館で公演されたと聞き早速、劇団員の方々

へ取材にお伺いしました。

ま
ず
発
足
日
、劇
団
名
、 

　
座
長
を
伺
い
ま
す 

劇
団
員
の
構
成 

　
　(

年
齢
・
数
・
職
業)

は 

会
費
、運
営
費
等
は 

劇
団
を
運
営
す
る
中
で 

　
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
ら 

今
後
の
活
動
を
ど
の
よ
う 

　
に
考
え
て
い
ま
す
か 

地
域
と
の
連
携 

　
　
　
　（
関
わ
り
）は 




